
 
 

日本学術会議 情報学委員会 

第 5回情報学シンポジウム「情報学の来る 10 年のデザイン」 

情報学委員会 

委員長 西尾章治郎 

 

日本学術会議第三部情報学委員会は、昨年 10 月より第 22 期の活動を開始しておりますが、その活動

の一環として、第 5回情報学シンポジウム「情報学の来る 10 年のデザイン」の開催を以下のような趣旨・

内容にて計画しております。一人でも多くの方が、本シンポジウムにご参加いただけますようにご案内

申し上げます。 

昨年の東日本大震災などの深刻な状況を踏まえて、また、情報技術の急速な革新を踏まえて、今後、

特に次の10年間の情報学に関するあり方や果たすべき役割などに関しての指針を提示する大切な時期に

来ており、特に情報学委員会から何らかの提言を世に問うことが重要であると考えております。 

まず、東日本大震災に関連して情報学分野として後世に資するディジタルアーカイブ事業について、

その推進リーダー役を務めておられます長尾真氏（国立国会図書館長）に現況を紹介いただきます。 

つぎに、国の科学技術政策の観点から奥村直樹氏（内閣府総合科学技術会議議員）、また、研究推進

上重要なファンディングエージェンシーの観点から中村道治氏（(独)科学技術振興機構理事長）から情

報学分野に対する期待・要望を述べていただき、情報学の来る 10 年のデザインの参考にしたく考えてお

ります。 

さらに、情報学委員会が設置している各分科会が第 22 期に計画をしている活動内容について報告し、

本委員会活動の新たな展開について紹介します。 

なお、参加費は無料ですが、下記に添付しております申し込みフォームにご記入の上、参加申し込み

をしていただきたくお願いいたします。 

 

主 催：日本学術会議 情報学委員会 

後 援：情報処理学会、電子情報通信学会（予定）  

日 時：平成 24 年 3 月 9日（金）13:00～17:20 

場 所：日本学術会議 講堂（東京都港区六本木 7-22-34） 

アクセス：東京メトロ千代田線「乃木坂」駅５出口 

 

【以下のプログラムにおいて、講演題目、パネル題目は仮題です。】 

■ 13:00-13:10 開会挨拶 

 西尾 章治郎（情報学委員会委員長） 

■ 13:10-13:35 東日本大震災アーカイブ構築事業について（招待講演） 

 長尾 真（国立国会図書館館長） 

■ 13:35-15:20 情報学の来る 10 年のデザイン 

コーディネータ：喜連川 優（情報学委員会副委員長） 

情報学委員会からの新たな提言に向けて 

 西尾 章治郎（情報学委員会委員長） 



 
 

科学技術政策の観点からの情報学への期待（招待講演） 

 奥村 直樹（総合科学技術会議議員） 

国際競争力強化の観点からの情報学への期待（招待講演） 

 中村 道治（(独)科学技術振興機構理事長） 

総合討論 

パネリスト：奥村 直樹、中村 道治、西尾 章治郎 

■ 15:20-15:40 休憩 

■ 15:40-17:10 情報学委員会活動の新展開 

 司会：土井 美和子（日本学術会議第三部幹事、情報学委員会委員） 

 尾家 祐二（情報ネットワーク社会基盤分科会長） 

 米澤 明憲（安全・安心社会と情報技術分科会長） 

 坂村 健（ユビキタス状況認識社会基盤分科会長） 

 喜連川 優（IT メディア社会基盤・震災時メディアアーカイブ分科会長） 

 石田 亨（環境知能分科会長） 

 北川源四郎（E-サイエンス・データ中心科学分科会長） 

 岩田 修一（国際サイエンスデータ分科会長） 

 國井 秀子（ソフトウェア工学分科会長） 

 萩谷 昌己（情報科学技術教育分科会長） 

■ 17:10-17:20 閉会挨拶 

 武市 正人（日本学術会議副会長、情報学委員会委員） 

 

本件に関する問い合わせ先： 

尾家 祐二（第 5回情報学シンポジウム実行委員長、情報学委員会幹事）oie@cse.kyutech.ac.jp 

 

参加申し込み先： 

安達 淳（第 5回情報学シンポジウム実行委員：国立情報学研究所）e-science-sec@nii.ac.jp 

 
 

参加申し込みフォーム(送付先：e-science-sec@nii.ac.jp) 

 

お名前： 

ご所属： 

E-MAIL： 

連絡事項： 

 

備考：日本学術会議の情報学委員会および分科会の委員（会員・連携会員） 

には、別途事務局より出欠の調査がありますので、このフォームで 

申し込む必要はありません。 


